
国家資格を持って
一歩リードしよう!!

あなたの能力を形に

甲種危険物取扱者
国家資格

2026年作成

大学研究室・教室の先生からのメッセージ
東京大学　環境安全研究センター　センター長・教授　辻　佳子 先生

甲種危険物取扱者試験の受験申請等について
●受験資格 次のいずれかに該当すれば受験することができます。
○ 大学、短期大学、高等専門学校及び専修学校等の大学等において化学に関する学科等を修めて卒業した方

○ 大学等において化学に関する授業科目を１５単位以上修得した方（在学中でも受験可能です。）

○ 修士、博士の学位を授与された方で、化学に関する事項を専攻した方

○ 乙種危険物取扱者免状の交付を受けた後、危険物製造所等における危険物取扱いの実務経験が２年以上の方

○ 次の４種類以上の乙種危険物取扱者免状の交付を受けている方

　　①第１類又は第６類、②第２類又は第４類、③第３類、④第５類

※受験申請にあたっては、受験資格を証明する書類の提出が必要となります。

※危険物取扱者資格取得後、危険物製造所等において危険物の取扱作業に従事する場合は、
　消防法に規定する保安に関する講習を受ける必要があります。

各道府県 （一財）消防試験研究センター各道府県支部　

東京都 （一財）消防試験研究センター中央試験センター

●資格取得までの流れ

電子又は
書面申請
により
受験申請
を行う

試験を
受ける

（合格発表）
試験結果
通知書を
受け取る

合格者は
免状交付
申請を行う

免状を
受け取る

資格
取得

受験票を受け取る

（　　　 　　）
・電子申請の場合は
受験票をプリント
アウト
・書面申請の場合は
郵送される

試験日程、手続及び試験手数料等詳細については、ホームページ又は受験を希望する場所が道府県の場合は各道府県支部、東
京都の場合は中央試験センターまでご確認ください。

h t t p s : / /www . s h o u b o - s h i k e n . o r . j p /

電子申請はこちら▶
試験日程、手続き等に
ついては、センターHP
で確認してください。

センターHP

　大学の研究現場は、「空間」において「モノ」「ユーティリティー」「人」が相

互に緊密に関連し、複数のシナリオが時間・空間的に共存している複雑系シ

ステムです。また、研究内容は多様化複雑化しております。そのため、研究

現場で安全な状態を維持するには、あらゆる分野に適用できるマニュアル

を求めるのでは実効性が薄く、各分野に対応可能なフレキシビリティーが

要求されます。また、初等教育･中等教育につづく大学での高等教育では、

各分野での専門的知識を習得することと同時に、社会との接合点として思

考力・実践力を身につけた課題解決型人材育成が期待されています。すな

わち、個々の研究者が、規則や規制の遵守にとどまらず、自らが環境安全を

自分の問題として捉え、自発的に考えるようになるための、合理的かつ実効

的で具体的な環境安全教育の実施が必要です。

　本学では、環境安全教育に関して、座学・実習・体験学習・演習・試験を組み

合わせた教育手法の開発と、基礎教育・各論専門教育・管理者向け教育と

いった段階的教育の体系化を行い、教育プログラムとして実装しています。

我々は、甲種危

険物取扱者試験

を化学物質取扱

いに関するより

専門性の高い教

育を必要とする

学生や管理者を

対象とした教育

と位 置 づけて

2019年度より

年1回実施して

おります。受験準備を通じて危険物の保管・取扱いに関する思考力を身に

つけることは大変意義のあることだと確認しております。

　教育・研究において、危険物（薬品等）を使用する実験・研究等を行う際

は、危険物の種類に応じた危険物取扱者の有資格者であること、またはそ

の有資格者の立ち合い・管理のもとで行うことが安全管理上、非常に大切

です。日頃から多種多様な化学物質を取り扱う本学の薬学部並びに生命科

学部においても、それらの状況を踏まえ、安全管理体制の重要性を再認識

した上で、さらに強化するために、2022年に危険物取扱者（甲種）の有資

格者数の増加を目指し、対策講座を開催の上、キャンパス内で危険物取扱

者（甲種）試験を実施し、実際に危険物を取り扱う教職員をはじめ学生にも

積極的に資格取得を推奨しました。今までは外部で個別に試験を受験し、

資格を取得していたことから、講義・実験・研究等において多忙な中、試験日

との調整などに苦慮していた部分もありましたが、大学内での試験開催が

可能になったことより、受験しやすい環境が整い、教職員・学生ともにさらに

有資格者を増やすことができました。これにより、安全管理上非常にプラス

となり、研究活動の幅がさらに広がるとともに、危険物を含む化学物質の

取扱に必要な知識と技能、態度を持った人材育成にも貢献できるものと考

えています。今後も引き続き、本取り組みを継続して参りたいと思います。

東京薬科大学　薬学部公衆衛生学教室 教授（危険物保安監督者）　藤原　泰之 先生

大学生向け　表
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危険物取扱者資格は産業界の安全の基盤
　危険物は多種多様な形で私たちの身の回りをはじめ、石油化学製品・医薬品、塗料・印刷イ
ンキの製造業、石油精製業等多くの場所で取り扱われています。
　近年、危険物を取り扱う事業所等において発生した火災・爆発事故は、危険物の不適切な維
持管理や操作の不手際に係る要因が高い割合を示しており、事業所等の安全を確保していくた
めには、危険物の取扱いに関し正しい知識を持った管理者や従業員が必要不可欠です。
　このためには、多くの管理者や従業員の方々に危険物取扱者の資格を取得していただくこと
が大切であり、危険物取扱者の育成は産業界の安全の基盤となるものです。
　大学生、大学院生で、大学等において教育・研究上必要とされる方はもとより、卒業後、化
学・石油関連企業等へ就職を希望される方は、危険物取扱者資格を取得され、将来、産業界の
安全に寄与し、安全な社会の実現に貢献されることを期待します。

東京大学 名誉教授

田 村  昌 三　先生

甲種危険物取扱者とは？

危険物取扱者を必要とする施設
危険物は私たちの身の回りに存在し、消防法で定められている数量以
上の危険物を貯蔵し、又は取り扱う工場、ガソリンスタンド、石油貯蔵タ
ンクなどの施設では、必ず危険物取扱者を置かなければなりません。

危険物取扱者の業務

第1類　塩素酸塩類、過塩素酸塩類、無機過酸化物、亜塩素酸塩類
などの酸化性固体

第2類　硫化りん、赤りん、硫黄、鉄粉、金属粉、マグネシウムなどの
可燃性固体

第3類　カリウム、ナトリウム、アルキルアルミニウム、黄りんなどの
自然発火性物質及び禁水性物質

第4類　ガソリン、アルコール類、灯油、軽油、重油、動植物油類など
の引火性液体

第5類　有機過酸化物、硝酸エステル類、ニトロ化合物などの自己反
応性物質

第6類　過塩素酸、過酸化水素、硝酸などの酸化性液体

危険物取扱者には甲種、乙種、丙種の3種類がありますが、この
うち甲種危険物取扱者は次の全ての種類の危険物の取扱いと
定期点検、保安の監督ができます。

甲種危険物取扱者試験の出題の例（当センターホームページにも過去に出題された問題を掲載しています。）

①危険物に関する法令
法令上、危険物を貯蔵する場合の技術上の基準において、移動タン
ク貯蔵所に備え付けておかなければならない書類に該当しないもの
は、次のうちどれか。

1　完成検査済証

2　定期点検の点検記録

3　危険物貯蔵所譲渡引渡届出書

4　危険物保安監督者選任・解任届出書

5　危険物貯蔵所品名、数量又は指定数量の倍数変更届出書

②物理学及び化学
不純物を含む炭化カルシウム1OOgに多量の水を加えて発生させた
アセチレンガスの量は、標準状態（0℃、1気圧（1.013×105Pa）で
30ℓであった。この炭化カルシウムの純度として最も近いものは、次
のうちどれか。
ただし、原子量はCa=40、H=1、C=12とする。

１　30%　２　64%　３　70%　４　81%　５　86%

③危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法
次の【　】内のA～Dに当てはまるものの組み合わせとして、正しいも
のはどれか。
「過酸化ナトリウムは【A】と激しく発熱反応し、多量の【B】を発生する。
また【C】との混合物は、発火・爆発するおそれがある。従って、消火作業
には【D】等を使用する。」

 A B C D

1 水 水　素 二酸化炭素 窒　素

2 可燃物 可燃性ガス 水 二酸化炭素

3 水 酸　素 可燃物 乾燥砂

4 二酸化炭素 酸　素 可燃物 水

5 可燃物 水　素 水 二酸化炭素

試験科目及び問題数
試 　 験 　 方 　 法
合 　 格 　 基 　 準

①危険物に関する法令15問、②物理学及び化学10問、③危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法20問
合計45問　筆記試験のみで五肢択ー式、試験時間2時間30分
試験科目ごとの成績が、それぞれ60％以上の方が合格となります。

企業で求められる甲種危険物取扱者一般財団法人 消防試験研究センターの
「危険物取扱有資格者の将来における需要動向等に関する検討委員会報告書」(平成28年3月) 

大規模事業所（※）の7割以上において、
従業員数に占める危険物取扱者数の割合は
50％以上となっています。

大規模事業所の9割以上では安全操業のため必須の知識と考え、
危険物取扱者の資格取得を推奨しています。

安全操業のため必須の
知識と考えるため 93.8％

79.7％

68.8％

10.9％

0.0％

法令上必要な人員を
確保するため

社員として有すべき
知識と考えるため

昇格、昇級のための
必須資格となっているため

その他

0 20 40 60 80 100

50%未満
25.4％

50%以上
70％未満
25.4％

70%以上
49.2％

大規模事業所における危険物取扱者資格の取得推奨理由（複数回答）回答事業者数64

危険物取扱者試験のうち、
約2.5万人の方が甲種危険物取扱者試験を受験しています。

大規模事業所における従業員数に占める危険物取扱者数の割合
（回答事業所数63）

※石油精製業、石油化学製品製造業、医薬品製造業、
　塗料・印刷インキ製造業等の大規模事業所

職場で活躍する甲種危険物取扱者の皆様から学生の皆様へ
企業で活躍されている方に、危険物取扱者資格について熱いメッセージを語っていただきました

三愛オブリ　羽田支社　施設運営部管制課

河東　浩一　さん

大学で安全を担当されている先生からのメッセージ
～教育の一環として、危険物取扱者試験は効果的な教育の一つだと考えています～

名古屋大学 環境安全衛生管理室室長　教授　富田　賢吾 先生

　平成元年に入社、研究所や石油精製事業など経験し現在、厳密な航空燃料の品質管理、ジェット機
への燃料の適正な補給管制業務に従事しています。
　この資格は、業務に直接つながるので業務の守備範囲が広がりました。できれば、学生時代に取得
しておくと実力が客観的に認めてもらえ、危険物取扱者に関する専門性を大いにPRできるのではない
かと思います。
　受験する時は法令関係が難しいと感じました。しかし、今ではインターネットで危険物施設を調べ
ることができますので具体的なイメージをすることが容易になりました。大いに活用してはいかがで
しょうか。

※ 特定試験とは、特定の学校や事業所等からの依頼により特に試験機会を設
けて実施する試験です。学生にとって、普段の慣れた施設で、より学校の
スケジュールに合わせた試験日で試験を行うことができます。

　名古屋大学では、消防試験研究センター愛知県支部の協力の下、
消防法危険物取扱者（甲種）の特定試験※を2023年度から開始しま
した。
　大学では多種多様な物質や機器類を駆使し、様々な実験研究を行っ
ています。実験には多くのリスクが存在し、実際に多くの事故が発生
しています。火災事故も発生しており、その原因のほとんどが化学物
質の取り扱いによるものです。エタノール等の引火や、ナトリウムと
水との混合による発火等、特に消防法危険物による火災が発生してい
ます。化学物質の特性を理解し、適切な保管管理を知ることが事故の
減少につながることは間違いありません。

　特に、こういった知識を持たない初心者である学生が多いことも大
学の特徴です。学生を含めた構成員への安全教育は不可欠であり、そ
の教育の一環として、危険物取扱者試験は効果的な教育の一つだと考
えています。受験のための勉強を通じて、危険物に関する知識を得
て、管理の意識を高めることは大学全体の安全管理の水準を向上させ
ることにつながります。
　安全に関する素養を身に着けた人材を輩出することも大学の大きな
使命の一つであると考え、今後も本取り組みを継続していきたいと思
います。

今スグチェック! お申し込みは、スマホから簡単便利な電子（インターネット）申請で
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危険物取扱者資格は産業界の安全の基盤
　危険物は多種多様な形で私たちの身の回りをはじめ、石油化学製品・医薬品、塗料・印刷イ
ンキの製造業、石油精製業等多くの場所で取り扱われています。
　近年、危険物を取り扱う事業所等において発生した火災・爆発事故は、危険物の不適切な維
持管理や操作の不手際に係る要因が高い割合を示しており、事業所等の安全を確保していくた
めには、危険物の取扱いに関し正しい知識を持った管理者や従業員が必要不可欠です。
　このためには、多くの管理者や従業員の方々に危険物取扱者の資格を取得していただくこと
が大切であり、危険物取扱者の育成は産業界の安全の基盤となるものです。
　大学生、大学院生で、大学等において教育・研究上必要とされる方はもとより、卒業後、化
学・石油関連企業等へ就職を希望される方は、危険物取扱者資格を取得され、将来、産業界の
安全に寄与し、安全な社会の実現に貢献されることを期待します。

東京大学 名誉教授

田 村  昌 三　先生

甲種危険物取扱者とは？

危険物取扱者を必要とする施設
危険物は私たちの身の回りに存在し、消防法で定められている数量以
上の危険物を貯蔵し、又は取り扱う工場、ガソリンスタンド、石油貯蔵タ
ンクなどの施設では、必ず危険物取扱者を置かなければなりません。

危険物取扱者の業務

第1類　塩素酸塩類、過塩素酸塩類、無機過酸化物、亜塩素酸塩類
などの酸化性固体

第2類　硫化りん、赤りん、硫黄、鉄粉、金属粉、マグネシウムなどの
可燃性固体

第3類　カリウム、ナトリウム、アルキルアルミニウム、黄りんなどの
自然発火性物質及び禁水性物質

第4類　ガソリン、アルコール類、灯油、軽油、重油、動植物油類など
の引火性液体

第5類　有機過酸化物、硝酸エステル類、ニトロ化合物などの自己反
応性物質

第6類　過塩素酸、過酸化水素、硝酸などの酸化性液体

危険物取扱者には甲種、乙種、丙種の3種類がありますが、この
うち甲種危険物取扱者は次の全ての種類の危険物の取扱いと
定期点検、保安の監督ができます。

甲種危険物取扱者試験の出題の例（当センターホームページにも過去に出題された問題を掲載しています。）

①危険物に関する法令
法令上、危険物を貯蔵する場合の技術上の基準において、移動タン
ク貯蔵所に備え付けておかなければならない書類に該当しないもの
は、次のうちどれか。

1　完成検査済証

2　定期点検の点検記録

3　危険物貯蔵所譲渡引渡届出書

4　危険物保安監督者選任・解任届出書

5　危険物貯蔵所品名、数量又は指定数量の倍数変更届出書

②物理学及び化学
不純物を含む炭化カルシウム1OOgに多量の水を加えて発生させた
アセチレンガスの量は、標準状態（0℃、1気圧（1.013×105Pa）で
30ℓであった。この炭化カルシウムの純度として最も近いものは、次
のうちどれか。
ただし、原子量はCa=40、H=1、C=12とする。

１　30%　２　64%　３　70%　４　81%　５　86%

③危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法
次の【　】内のA～Dに当てはまるものの組み合わせとして、正しいも
のはどれか。
「過酸化ナトリウムは【A】と激しく発熱反応し、多量の【B】を発生する。
また【C】との混合物は、発火・爆発するおそれがある。従って、消火作業
には【D】等を使用する。」

 A B C D

1 水 水　素 二酸化炭素 窒　素

2 可燃物 可燃性ガス 水 二酸化炭素

3 水 酸　素 可燃物 乾燥砂

4 二酸化炭素 酸　素 可燃物 水

5 可燃物 水　素 水 二酸化炭素

試験科目及び問題数
試 　 験 　 方 　 法
合 　 格 　 基 　 準

①危険物に関する法令15問、②物理学及び化学10問、③危険物の性質並びにその火災予防及び消火の方法20問
合計45問　筆記試験のみで五肢択ー式、試験時間2時間30分
試験科目ごとの成績が、それぞれ60％以上の方が合格となります。

企業で求められる甲種危険物取扱者一般財団法人 消防試験研究センターの
「危険物取扱有資格者の将来における需要動向等に関する検討委員会報告書」(平成28年3月) 

大規模事業所（※）の7割以上において、
従業員数に占める危険物取扱者数の割合は
50％以上となっています。

大規模事業所の9割以上では安全操業のため必須の知識と考え、
危険物取扱者の資格取得を推奨しています。

安全操業のため必須の
知識と考えるため 93.8％

79.7％

68.8％

10.9％

0.0％

法令上必要な人員を
確保するため

社員として有すべき
知識と考えるため

昇格、昇級のための
必須資格となっているため

その他

0 20 40 60 80 100

50%未満
25.4％

50%以上
70％未満
25.4％

70%以上
49.2％

大規模事業所における危険物取扱者資格の取得推奨理由（複数回答）回答事業者数64

危険物取扱者試験のうち、
約2.5万人の方が甲種危険物取扱者試験を受験しています。

大規模事業所における従業員数に占める危険物取扱者数の割合
（回答事業所数63）

※石油精製業、石油化学製品製造業、医薬品製造業、
　塗料・印刷インキ製造業等の大規模事業所

職場で活躍する甲種危険物取扱者の皆様から学生の皆様へ
企業で活躍されている方に、危険物取扱者資格について熱いメッセージを語っていただきました

三愛オブリ　羽田支社　施設運営部管制課

河東　浩一　さん

大学で安全を担当されている先生からのメッセージ
～教育の一環として、危険物取扱者試験は効果的な教育の一つだと考えています～

名古屋大学 環境安全衛生管理室室長　教授　富田　賢吾 先生

　平成元年に入社、研究所や石油精製事業など経験し現在、厳密な航空燃料の品質管理、ジェット機
への燃料の適正な補給管制業務に従事しています。
　この資格は、業務に直接つながるので業務の守備範囲が広がりました。できれば、学生時代に取得
しておくと実力が客観的に認めてもらえ、危険物取扱者に関する専門性を大いにPRできるのではない
かと思います。
　受験する時は法令関係が難しいと感じました。しかし、今ではインターネットで危険物施設を調べ
ることができますので具体的なイメージをすることが容易になりました。大いに活用してはいかがで
しょうか。

※ 特定試験とは、特定の学校や事業所等からの依頼により特に試験機会を設
けて実施する試験です。学生にとって、普段の慣れた施設で、より学校の
スケジュールに合わせた試験日で試験を行うことができます。

　名古屋大学では、消防試験研究センター愛知県支部の協力の下、
消防法危険物取扱者（甲種）の特定試験※を2023年度から開始しま
した。
　大学では多種多様な物質や機器類を駆使し、様々な実験研究を行っ
ています。実験には多くのリスクが存在し、実際に多くの事故が発生
しています。火災事故も発生しており、その原因のほとんどが化学物
質の取り扱いによるものです。エタノール等の引火や、ナトリウムと
水との混合による発火等、特に消防法危険物による火災が発生してい
ます。化学物質の特性を理解し、適切な保管管理を知ることが事故の
減少につながることは間違いありません。

　特に、こういった知識を持たない初心者である学生が多いことも大
学の特徴です。学生を含めた構成員への安全教育は不可欠であり、そ
の教育の一環として、危険物取扱者試験は効果的な教育の一つだと考
えています。受験のための勉強を通じて、危険物に関する知識を得
て、管理の意識を高めることは大学全体の安全管理の水準を向上させ
ることにつながります。
　安全に関する素養を身に着けた人材を輩出することも大学の大きな
使命の一つであると考え、今後も本取り組みを継続していきたいと思
います。

今スグチェック! お申し込みは、スマホから簡単便利な電子（インターネット）申請で
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国家資格を持って
一歩リードしよう!!

あなたの能力を形に

甲種危険物取扱者
国家資格

2026年作成

大学研究室・教室の先生からのメッセージ
東京大学　環境安全研究センター　センター長・教授　辻　佳子 先生

甲種危険物取扱者試験の受験申請等について
●受験資格 次のいずれかに該当すれば受験することができます。
○ 大学、短期大学、高等専門学校及び専修学校等の大学等において化学に関する学科等を修めて卒業した方

○ 大学等において化学に関する授業科目を１５単位以上修得した方（在学中でも受験可能です。）

○ 修士、博士の学位を授与された方で、化学に関する事項を専攻した方

○ 乙種危険物取扱者免状の交付を受けた後、危険物製造所等における危険物取扱いの実務経験が２年以上の方

○ 次の４種類以上の乙種危険物取扱者免状の交付を受けている方

　　①第１類又は第６類、②第２類又は第４類、③第３類、④第５類

※受験申請にあたっては、受験資格を証明する書類の提出が必要となります。

※危険物取扱者資格取得後、危険物製造所等において危険物の取扱作業に従事する場合は、
　消防法に規定する保安に関する講習を受ける必要があります。

各道府県 （一財）消防試験研究センター各道府県支部　

東京都 （一財）消防試験研究センター中央試験センター

●資格取得までの流れ

電子又は
書面申請
により
受験申請
を行う

試験を
受ける

（合格発表）
試験結果
通知書を
受け取る

合格者は
免状交付
申請を行う

免状を
受け取る

資格
取得

受験票を受け取る

（　　　 　　）
・電子申請の場合は
受験票をプリント
アウト
・書面申請の場合は
郵送される

試験日程、手続及び試験手数料等詳細については、ホームページ又は受験を希望する場所が道府県の場合は各道府県支部、東
京都の場合は中央試験センターまでご確認ください。

h t t p s : / /www . s h o u b o - s h i k e n . o r . j p /

電子申請はこちら▶
試験日程、手続き等に
ついては、センターHP
で確認してください。

センターHP

　大学の研究現場は、「空間」において「モノ」「ユーティリティー」「人」が相

互に緊密に関連し、複数のシナリオが時間・空間的に共存している複雑系シ

ステムです。また、研究内容は多様化複雑化しております。そのため、研究

現場で安全な状態を維持するには、あらゆる分野に適用できるマニュアル

を求めるのでは実効性が薄く、各分野に対応可能なフレキシビリティーが

要求されます。また、初等教育･中等教育につづく大学での高等教育では、

各分野での専門的知識を習得することと同時に、社会との接合点として思

考力・実践力を身につけた課題解決型人材育成が期待されています。すな

わち、個々の研究者が、規則や規制の遵守にとどまらず、自らが環境安全を

自分の問題として捉え、自発的に考えるようになるための、合理的かつ実効

的で具体的な環境安全教育の実施が必要です。

　本学では、環境安全教育に関して、座学・実習・体験学習・演習・試験を組み

合わせた教育手法の開発と、基礎教育・各論専門教育・管理者向け教育と

いった段階的教育の体系化を行い、教育プログラムとして実装しています。

我々は、甲種危

険物取扱者試験

を化学物質取扱

いに関するより

専門性の高い教

育を必要とする

学生や管理者を

対象とした教育

と位 置 づけて

2019年度より

年1回実施して

おります。受験準備を通じて危険物の保管・取扱いに関する思考力を身に

つけることは大変意義のあることだと確認しております。

　教育・研究において、危険物（薬品等）を使用する実験・研究等を行う際

は、危険物の種類に応じた危険物取扱者の有資格者であること、またはそ

の有資格者の立ち合い・管理のもとで行うことが安全管理上、非常に大切

です。日頃から多種多様な化学物質を取り扱う本学の薬学部並びに生命科

学部においても、それらの状況を踏まえ、安全管理体制の重要性を再認識

した上で、さらに強化するために、2022年に危険物取扱者（甲種）の有資

格者数の増加を目指し、対策講座を開催の上、キャンパス内で危険物取扱

者（甲種）試験を実施し、実際に危険物を取り扱う教職員をはじめ学生にも

積極的に資格取得を推奨しました。今までは外部で個別に試験を受験し、

資格を取得していたことから、講義・実験・研究等において多忙な中、試験日

との調整などに苦慮していた部分もありましたが、大学内での試験開催が

可能になったことより、受験しやすい環境が整い、教職員・学生ともにさらに

有資格者を増やすことができました。これにより、安全管理上非常にプラス

となり、研究活動の幅がさらに広がるとともに、危険物を含む化学物質の

取扱に必要な知識と技能、態度を持った人材育成にも貢献できるものと考

えています。今後も引き続き、本取り組みを継続して参りたいと思います。

東京薬科大学　薬学部公衆衛生学教室 教授（危険物保安監督者）　藤原　泰之 先生

大学生向け　表
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